
全入院患者部門 

 

目的：全入院患者を対象とし、主要な薬剤耐性菌*による感染症患者の発生率に

関するデータを継続的に収集・解析し、医療機関における薬剤耐性菌によ

る感染症の発生状況を明らかにする。これらの情報に基づいて全国の医療

機関が実施する院内感染対策を支援する。 

*対象とする薬剤耐性菌 

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA） 

バンコマイシン耐性腸球菌（VRE）  

多剤耐性緑膿菌（MDRP） 

ペニシリン耐性肺炎球菌（PRSP） 

バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌（VRSA） 

多剤耐性アシネトバクター属（MDRA） 

 

提出データ： 

① 入院患者数：新規入院患者数、前月繰越入院患者数 

② 感染症患者：患者識別番号、生年月日、性別、薬剤耐性菌名、 

感染症名、検体名、新規・継続の区別、報告日、 

入院日、検査日、診療科、病棟 

 

データ収集方法：担当者が定期的に細菌検査室からの薬剤耐性菌検出者リスト

に基づいてサーベイランスシートを作成し、感染症と判定され

た患者のデータを診療録等から収集する。 

 

提出方法：入力支援ソフト等を用い上記データを入力後、Web 送信する。 

 

提出頻度：月 1回 

 

還元情報： Web上で随時閲覧可能 

・月報、並びに年報（1回/年） 

・主な内容： 

薬剤耐性菌による感染症患者数及び発生率（感染率・罹患率） 

診療科・病棟別感染症患者数 

（自施設における発生率と全参加医療機関の発生率との比較が可能） 

 

参加要件：  

１．データ入力と提出の実務担当者を指名、配置できること。 

２．細菌検査室からの薬剤耐性菌検出者リスト提出や医師による判定基準に

基づく感染症の診断など関連部署の協力による提出データの精度管理体

制が適切に構築されていること｡ 


